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図 1 AM 菌接種源採取地の位置 
(Google map) 
 
3)塩耐性に優れた AM 菌接種源 
ダイズの栽培土として、砂とバーミキュライトを 1：1(体積比)の分量で混合したものを
用いた。約 500ｇの培土に採取した AM 菌接種源を約 5g 加えてよく混合した。また、対照
区として AM 菌接種源を混合しない処理区を設定した。それぞれの培土を 500ｍL プラスチ
ックポットに充填し、1 ポットごとに殺菌処理したダイズを 2 粒播種した。三葉期まで培
養液を低下して栽培し、三葉期以降は塩化ナトリウム水溶液(6000ppm)を添加して栽培し




①根を 1.5 cm 程に切り、水道水で洗浄しビーカーに移した。 
②ビーカーに10 %水酸化カリウム溶液を加え140 ℃のホットプレートで10分間加熱した。
その後ビーカーをホットプレートから外し 3分間冷却した。 






スライドガラスに切った根を 60 本並べ、その上にラクトグリセロールを 4、5 滴落とした。






ら、では 6000ppm の塩化ナトリウム水溶液を用いることにした。 
水酸化カリウム 塩酸    トリパンブルー 
図 2 トリパンブルー法による根の染色手順 
   
3)ダイズの栽培と塩処理 
採取した 36 個の AM 菌接種源のうち、約 3 分の 2 は対照区と大きな違いわなかった。残
りの 3 分の 1 は高塩類濃度状態でも生育が比較的維持されていた。特に、秋田で採取した







































表 1 対照区と比較して生育良好だったダイズ  
図 3 塩分濃度の検討により枯死したダイズ 
3)AM 菌接種源(根)の AM 菌共生の様子 
対照区と比較してダイズの生育が良かった接種源の根をいくつか観察したところ、根に
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図 4 観察された AM 菌感染(秋田出戸浜：ハマエンドウ) 
